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処理方法は，ハンドスプレーを使用して葉の表面が濡

れる程度に全面散布を行なった．処理は，本葉が３枚展

開した８月５日にケエスレル，ＮＡＡとも第１回目の処

理を行ない，ＮＡＡについては８月13日，８月20日にそ

れぞれ２回および３回目の処理を行なった．エスレルに

ついては８月13日に第２回目の処理を行なった．

観察調査は，主枝の20節までの雌花着生状況，雌花

数，着果数について行なった．エスレルについて激，２０

節以降各区とも連続して雌花の着生が認められたので，

特に25節まで調査を行なった．調査は８月21日，８月３０

日，９月８日，９月15日の計４回行なった．第１回処理

を行なった８月５日から自記温度計を用いてハウス内の

気温を測定した．エスレルの雌花発現の効果は，主枝に

対してのみ有効であることがすでに確認されており，本

実験においても主枝型の品琿を用い，調査も主枝につい

てのみ行なった６

I．はじめに

近年，沖縄における施設園芸の普及はめざましく，冬

季の短期利用のハウスから，さらに，周年利用を目的と

する半永久的な施設が多数設置されつつある．

夏季高温時におけるハウスの気温は，最大換気時にお

いても４０°Ｃを越えるため，作目は耐高温性のものに限

定されるが，市場の有利性をふまえて，夏キュウリが一

般的な対象となっていろ。

それらの対策として品種の選択や施肥法の改善，植物

成長調節物質のＮＡＡ散布による雌花発現の促進等の方

法があげられるが，実用的な見地から十分にその効果が

得られない状況にある．岩堀(1)，渋川(2)らは，高温長日

下において，エスレル散布によるキュウリの雌花発現の

効果が著しいことを報告し，幸地(8)はマスクメロンにお

いて同様な結果を認めている．

本報は，それらの結果に着目し，沖縄における極端な

夏季高温時のキュウリに対し，エスレル，ＮＡＡの散布

が雌花着生および着果におよぼす影響について検討を行

なったものである．

Ⅲ、結果

１．ハウス内の気温及び日長

ハウス内の日最高気温，日平均気温，日最低気温，夜

温，日長および30°Ｃ以上に達した時間については，第

１表に示すとおりであった．

第１回目の処理を行なった８月５日から８月11日まで

の１週間の平均気温は28.1.Ｃで，日最低気温は，いず

れの日も２０°Ｃを低下することがなく，日最高気温が４０

°Ｃ以上に達した日が４日も記録された．３０°Ｃ以上に達

した時間は１週間で45時間もあり，１日平均に換算する

と，約6.5時間となっていろ．１週間の平均夜温は２５．３

°Ｃであった．日長は平均13時間14分であった．

１．実験材料及び方法

供試品種は，近成山東キュウリを用いた．近成山東の

品種特性は耐暑性が強く，節成性をもつ主枝型であり，

沖縄で一般的に栽培されているキュウリである．

場所は，糸満市真壁の朝日産業パイロットファームの

ファイロンハウスで，砂の厚さ約５噸のペットを用いて

砂栽培を行なった．1975年７月15日に催芽した種子を

40“×40噸の間隔で直播し，直立仕立てとした．

処理区はエスレルの５０，１００，１５０，２００ｐｐｍ区と，Ｎ

ＡＡの１０，２５，５０，７５ppm区，それに無処理区の計９区

を設定し，各区ともそれぞれ10株を供試した．
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第１表．ハウス内の気温及び日長
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2．雌花着生に及ぼすエスレル，ＮＡＡの影轡 ５．着果に及ぼすエスレル，ＮＡＡの影響

着果に及ぼすエスレル，ＮＡＡの影響については，第

２図に示すとおりである．

ＮＡＡ処理区においては，全区とも無処理区と比較し

て有意差は認められなかった．しかし，ＮＡＡ処理の全

区ともそれぞれ平均２．７，２．３，２．６，２．６本着果してお

り，無処理区の平均2.1本よりやや増加の傾向にある．

エスレル処理区においては，全区ともそれぞれ平均

8.0,8.1,7.5.6.4本着果しており，無処理区，ＮＡＡ

処理区と比較して著しい効果が認められる．

４．雌花着生数に対する着果数の割合

雌花着生数に対する着果数の割合については，第３図

雌花着生に及ぼすエスレル，ＮＡＡの影響については

第１図に示すとおりである．

ＮＡＡ処理区においては，２５ｐｐｍ区のみが５％レベル

で有意差が認められ，１０，５０，７５ppm区では有意差は認

められなかった．しかしぅ無処理区の平均雌花着生数

2.7個に比較してNAA処理区は，各区それぞれ平均3.9

4.2,3.4,3.5個と雌花増加の傾向が認められろ．

エスレル処理区においては，各区ともそれぞれ平均

12.3,12.9,】3.9,12.3個の雌花が着生しており，無処

理区，ＮＡＡ処理区と比較して著しい雌花増加の効果が

認められろ．
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5．第１雌花着生節位に及ぼすエスレル，

の影響

１雌花着生節位に及ぼすエスレル，ＮＡ」

ては，第４図に示すとおりである．

ＮＡＡに示すとおりである．

無処理区においては，平均78％と高く，ＮＡＡ処理区

も25ppm区の55％を除いて，それぞれ，７６，７２％と，

無処理区と同様に高い値を示していろ．

エスレル処理区においては，各区それぞれ６５，６３，５４

２５％で無処理区，NAA処理区に比較して低下していろ．

１雌花着生節位に及ぼすエスレル，ＮＡＡの影響につ

いては，第４図に示すとおりである．

無処理区においては，各個体間のバラつきが大きく，

さらに，第１雌花着生節位も平均9.3節と高くなってい
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第５図エスレル区の各節における雌花着生状況

っていろ．平均で5.5節前後に着生している．

６．各処理区の雌花着生状況

各処理区の雌花着生状況については，１区

ろ．

ＮＡＡ処理区においては，２５ppm区と50ｐｐｍ区で個

体間のバラつきが認められるが，全区ともそれぞれ平均

で5.8,5.3,6.Ｚ5.9節とおおよそ６節前後に着生して

いろ．

エスレル処理区においては，全区ともそれぞれ４．５，

５．６，５．５，６．８節で，200ppmの着生節位がやや高くな

各処理区の雌花着生状況については，１区１０本で100

％とし，第５，６図に示すとおりである．

エスレル処理区においては，８０～100％の連続雌花節

が８節から18節の間にあり，５０ppm区では，８節から

15節まで）100ppm区では，９節から16節まで，150ppm
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'区では，９節から20節までの間に認められろ．さらに，

22節以降は25節までエスレル処理の全区とも80％以上連

続雌花節となっている．

無処理区，ＮＡＡ処理区の全区とも大差は認められな

い．

Ⅳ、考察

キュウリに対するＮＡＡ処理の効果は，育苗および生

育の全期間にわたって長日,高夜温であれば,個輔の
バラつきが大きく，実用上難点が多いことが，伊東らに

よって報告されており，ＮＡＡ処理は雄性化させる条件

の影響が余り大きくない場合に限って利用すべきものと

述べていろ．本実験においてもＮＡＡ処理区は無処理区

と比較して，雌花着生数，着果数とも有意差を認めるに

至らなかった．

しかし，第１雌花着生節位の低下に関して有意差が認

いめられることや，雌花着生数，着果数とも全体的に増加

の傾向が認められたことから，今後、処理濃度，処理間

'隔，処理回数等を考慮して，再実験を行なう必要がある

と思われろ．

本実験においてエスレル処理は，雌花着生数，着花数

とも著しく増加し，これまでの報告と一致した．雌花着

生数，着果数では全区とも雌花節が12～13節，着果節が

６～８節もあり，エスレルが極度の高温，長日の不適環

境下でも確実にその効果を発揮していることを示してい

る．

雌花着生数においては，150ppm区が最もよく，つい

で100,50,200ppm区の順であり，着果数においては

100ppm区が最もよく，ついで50,150,200ppm区の順

である．

雌花着生数に対する着果数の割合では，無処理区，

ＮＡＡ処理区よりエスレル処理区は低下する傾向にある

が,これは長日,高夜温により単為結果性が低下したこと

や，栄養生長が盛んであるため，着果数が減少した結果

と思われろ．しかし，２０節までの着果を実数でみると，

エスレル処理区が著しく多く，実用上の立場からは，エ

スレル処理の効果は極めて大きいものといえる．

８０％以上の連続雌花節が，およそ８節から18節，２２節

から25節までの２段にわたってピークが認められること

は，エスレル分解によるエチレン発生が散布後２～３日
（６）

以内にほ|王完了することに由来するものと考えられ，本

実験のように１週間の間隔では長く，４～５日間隔の散

布が適当かと思われろ．

処理時期については，第１雌花が５節前後に着生して

いることから，本実験のように本葉数３枚展開期頃が適

切であると判断されろ．

雌花着生数，着果数，第１雌花節位等から判断すると

50～150ppmが実用的な処理濃度だと思われる．散布後

高温が続くような場合は，200ppm以上の高濃度の散布

は生長を阻害し，落葉などの薬害を招くおそれがあり，

本実験でもその徴候が認めちれだ．

以上のことから，沖縄での施設内における夏季高温長

日の不適環境下の栽培においても品種の選択や施肥法の

改善と併せて，エスレル散布により増収を期待し得るも
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のと結論されろ．

今回の実験は，･品種は近成山東，調査は主枝のみとい

う，限定された条件下で行なったものであり，その他の

品種や側枝における雌花の着生状況などについても，今

後検討する必要がある．

沖縄では夏季に台風や集中豪雨等が多く，そのため，

栽培期間が長期化すれば，それらの被害頻度も高くなる

ことが十分に考えられろ．したがって，栽培期間の短縮

化は極めて重要な課題となってくる．

夏キュウリの栽培においても，長期側枝型よりは主枝

型の品種を用い，低節位から雌花を発現させ，着果させ

ていくことが得策であると判断される．エスレルが散布

後２～３日以内でほぼ完全に分解してエチレンを発生さ

せる点や，散布後の降雨が効果を低下させることが少な

い面を考慮すると．露地栽培におる夏キュウリに対する

利用も十分に可能と思われろ．

Ｖ・摘要

夏キュウリの雌花着生および着果に及ぼすエスレル，

ＮＡＡの影籍について検討を行なった．

１．雌花着生効果については、ＮＡＡ処理がわずかに認

められたのに対し，エスレル処理は著しい効果が認め

られた．

２．着果効果については，ＮＡＡ処理がわずかに認めら

れたのに対し，エスレル処理は著しい効果が認められ

た．

３．エスレル処理において，８０％以上の連続雌花節が平

均10節認められたが，ＮＡＡ処理においては，連続雌

花節は認められなかった．

４．エスレル，ＮＡＡ処理は，第１雌花着生節位低下の，

効果が認められた．
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